
平成２４年度 学校経営計画に対する最終評価報告書
石川県立野々市明倫高等学校

重点目標 具体的取組 実施状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

１ 学校内外の研修 ① 授業を個々の生徒の 習得した力を活用するための問題を Ａ＋Ｂ＝８７.８％ Ａ評価が前期32％から最終38.8％、Ｂ評価が前期46％から最
を通して教員の 実態に即して効果的 Ａ 毎時間与えている 終49％に全体として上昇した。次年度も、生徒が自ら考え探
授業力の向上を に実施し、さらに習 Ｂ １週間に１度与えている Ａ 38.8％ 求しようとする場面を、教員各自が研究しながら授業で与え
図り、生徒の学 得した知識を活用で Ｃ ２週間に１度与えている Ｂ 49.0％ るように取り組んでいきたい。
習意欲の高揚と きるように思考力・ Ｄ 与えていない

るとともに、進 探求力を高める。

路希望の達成に １，２年の英数国の学力試験偏差値５４以上の １年 ２８人（１０月）→ ３１人（１月）
向けて粘り強く 生徒が １年 Ｄ ２年 １６人（１０月）→ ２８人（２月）
取り組む姿勢を Ａ ５５人以上 １、２年とも偏差値54以上の生徒数は増加傾向ではあるが、
涵養する。 Ｂ ４５人以上 ２年 Ｄ ３５人には達しなかった。次年度はよりきめ細かい学習指導

Ｃ ３５人以上 に教員一丸で取り組んでいきたい。
Ｄ ３５人未満

② 研究授業・公開授業な 生徒の授業評価で、授業が理解できると感じる生徒 Ｂ 82.2％ 前期79.8％から最終82.2％に上昇しＢ評価であった。授業に
どを通して、授業評価 の割合が おいて、生徒の関心を引き出し、生徒の主体的な活動に重点
で検証しながら、授業 Ａ ８５％以上 よくあてはまる 35.5％ をおいて取り組んだ結果、生徒の理解度・意欲が向上してき
改善に努める。 Ｂ ８０％以上 ほぼあてはまる 46.7％ ている。

Ｃ ７５％以上

Ｄ ７５％未満

授業改善に役立つ研究協議会が実施できたと感 Ａ 91.5％ 前期78％から最終91.5％に上昇しＡ評価であった。今年度は
じる教員が 「習得した知識を活用する力の育成」を研究テーマとして全
Ａ ９０％以上 よくあてはまる 29.8％ 教員が共通認識のうえ、研究協議会に取り組んだ成果があら
Ｂ ８０％以上 ほぼあてはまる 61.7％ われた。
Ｃ ７０％以上

Ｄ ７０％未満

③ 基礎基本の定着を図る 各クラスの平日の平均家庭学習時間が、１・２年生 Ｃ 64.0％ 前期71％のＢ評価から最終 64％に下降しＣ評価であった。１
ことにより、学習意欲 で１００分以上確保している生徒が、 年生は７割の生徒が達成しているが、２年生での学習不足の
を高め、課題の工夫な Ａ ８０％以上 １年 73.3％ 改善のため、生徒の学習意欲をより高め、工夫して家庭学習
どにより学習時間の増 Ｂ ７０％以上 ２年 53.1％ 時間の確保が来年度の課題である。
加を図る。 Ｃ ６０％以上

Ｄ ６０％未満



重点目標 具体的取組 実施状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

④ 時期に応じたきめ細 生徒の実態に合わせた個人面談を年間に Ａ＋Ｂ＝61.9％ Ａ＋Ｂ評価が、前期37.5％から、最終的には61.9％になった
かな面接指導により、 Ａ ８回以上実施した が、目標としていたＡ＋Ｂ評価80％には及ばなかった。次年
生徒の進路意識を高 Ｂ ６回以上実施した Ａ 9.5％ 度は、生徒の進路実現に向けて、よりきめ細かい指導を徹底
め、早期に目標を設 Ｃ ４回以上実施した Ｂ 38.1％ し、面談回数を増やしていく。
定させる。 Ｄ ４回未満であった

⑤ 国公立大学への志望者 個別学力試験に向けた補習や小論文指導が効果的に Ａ＋Ｂ＝81.4％ Ａ 41.9％ Ｂ 39.5％
数を増やし、合格者数 Ａ 実施できた Ａ評価が昨年度の20.8％から41.9％に倍増した。推薦入試で
を増加させる。 Ｂ 概ね実施できた Ａ 41.9％ は国公立大学に１４名が合格した。センター試験後は授業形

Ｃ あまり実施できなかった Ｂ 39.5％ 態を実践に即した形態に変更して、個々の生徒に対応した指
Ｄ 全く実施できなかった 導に心掛けた。

国公立大学合格者数が Ａ 合格者６１名で、そのうち現役生は５６名である。昨年度よ
Ａ ６０人以上 り２２名増加し、Ａ評価であった。センター試験対策や個別
Ｂ ５５人以上 指導の成果の結果だと思われる。特に、今年度は開学以来初
Ｃ ５０人以上 ６０名 の東京大学に現役で合格者を出したことは特出すべき実績と
Ｄ ５０人未満 なった。

難関私大合格者数が Ａ 合格者３３名で、昨年度の９名と比較すると、大幅に増加し
Ａ ２０人以上 た。早稲田大学にも現役で合格することができた。生徒の志
Ｂ １５人以上 望に対応した個に応じた各教科別の受験指導が実を結び成果
Ｃ １０人以上 ３３名 があらわれた。
Ｄ １０人未満

学校関係者評価委員会の評価 ・中学校ではすでに新学習指導要領が実施されており、言語活動の充実を中心とした、生徒を活動させ生徒主体の授業になってきている。高校
においても、グループ活動などを積極的に取り入れ、生徒にもっと活動させ生徒主体の授業を心掛けてほしい。

学校関係者評価委員会の評価結果 ・教員が生徒との双方向性の授業を心掛け、進路指導・学習指導をきめ細かに行うことにより、生徒が自ら主体的に学習に取り組もうとする意
を踏まえた今後の改善方策 欲を高める。



重点目標 具体的取組 実施状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

２ 部活動や生徒会 ⑥ 部活動の加入をうなが １、２年生の１２月の部の加入率が 昨年度の12月の部の加入率82.6％と比較すると、２％程度加
活動の活性化と し、学校全体の活性化 Ａ ８６％以上 Ｂ ８４.８％ 入率は増加した。高い入部率だが、生徒の意慾を喚起し、部
体験的学習活動 を図る。生徒のチャレ Ｂ ８４％以上 活動の一層の活性化を図っていきたい。
の充実に努め、 ンジ精神と部活動の実 Ｃ ８２％以上

チャレンジ精神 力向上を目指す。 Ｄ ８２％未満

の涵養を図ると

ともに、地域に 設定した目標を達成できた部の割合が Ａ 86.2％ 前期62.5％から最終86.2％に上昇しＡ評価であった。運動部
開かれた、明る Ａ ６０％以上 についても、52.9％から76.5％に上昇し、男子ソフト部が新
く活力ある学校 Ｂ ５０％以上 運動部 76.5％ 人戦で優勝するなど成績は確実に向上してきた。
づくりを推進す Ｃ ４０％以上

る。 Ｄ ４０％未満

⑦ 体育授業時に運動量 １，２年生の新体力テストで、１回目より向上 Ｄ 59.2％ 昨年度とほぼ同様の数値に止まってしまった。男子が70.4％
を確保し、特に持久 した生徒が の向上に対し、女子が48％の向上であった。女子に対しては
力の向上を図る。 Ａ ７５％以上 (シャトルラン) １年 62.2％ 工夫が必要であり、総合体力の向上も考えなければならない。

Ｂ ７０％以上 ２年 56.2％

Ｃ ６５％以上

Ｄ ６５％未満

⑧ 地域の文化財、歴史、 ふるさとについて理解し、満足感を得た生徒が Ｄ 49.8％ 今年度「ふるさと発見ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」に取り組んだ１年は57.1％
特産物について調べ、 Ａ ８０％以上である で、２年(47.1％）・３年（45.4％）よりは10％程度高かった
英訳し国内外に発信 Ｂ ７０％以上である よくあてはまる 14.8％ が、次年度はより積極的に取り組んでいきたい。
する。 Ｃ ６０％以上である ほぼあてはまる 35.0％

Ｄ ６０％未満である

⑨ 「朝の挨拶運動」な ＰＴＡ活動に保護者が Ａ＋Ｂ＝79.0％ ある程度満足している以上の割合は昨年度よりやや減少した
どのＰＴＡ活動に積 Ａ 大いに満足している が、今年度、初めて土日開催となった明倫際では約700名の来
極的に参加してもら Ｂ ある程度満足している Ａ 20.0％ 客があり、また、ＰＴＡに積極的に模擬店等に参加していた
い、生徒の育成をバ Ｃ 少しは満足している Ｂ 59.0％ だき、ＰＴＡ活動は活性化した。
ックアップしてもら Ｄ 不満である

う。

学校関係者評価委員会の評価 ・「ふるさと発見プロジェクト」は成果を上げているようだが、次年度以降はどのように展開させていくのか。
・部活動に所属している生徒の中には家庭学習時間の十分な確保が難しい生徒もいるようだが、効率の良い家庭学習法について考えてほしい。

学校関係者評価委員会の評価結果 ・今年度に引き続き、１年生の総合的な学習の時間を活用し、生徒の地域への関心を高める取組を実施する。
を踏まえた今後の改善方策 ・家庭学習の効果的な取り組みについては、入学後の４月のガイダンスをより充実させ、家庭学習時間調査などをもとに面接指導をきめ細かに

実施していく。



重点目標 具体的取組 実施状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

３ 節度ある生活習 ⑩ 登校指導や生活指導 生徒同士や教職員、外部からの来客に対し、あ 生徒のあいさつへの意識と、教員の生徒に対するあいさつの
慣の確立と安全 などを通して、あい いさつを自分からすすんで Ａ 73.6％ 意識に大きな差がある。教員も生徒に対して、積極的にあい
意識の高揚に努 さつがしっかりでき Ａ することができた さつをするという姿勢も必要ではないかと思われる。
め、自ら挨拶し、 る人間の育成を図る。 Ｂ できなかった

に参加する心豊

かな人材の育成 ⑪ 交通安全教室や街頭 交通ルール（自転車の二人乗りや携帯電話を操 Ａ＋Ｂ＝95.1％ 自転車事故の報告件数は昨年度20件から今年度13件と減少し
を図る。 指導を通して、自転 作しながら等の運転をしない）を遵守している たが、生徒の交通ルール遵守意識と、登下校を指導している

車の安全運転の励行 生徒が よくあてはまる 63.7％ 教員が感じる生徒の交通ルール遵守の意識には、まだまだ、
を図る。 Ａ ９０％以上 ほぼあてはまる 31.4％ 隔たりがある。地道な 指導を継続していきたい。

Ｂ ８０％以上

Ｃ ７０％以上

Ｄ ７０％未満

⑫ 環境美化の意識を持 清掃活動に Ａ＋Ｂ＝83.9％ 開学以来、全員一斉清掃を実施しており、清掃に対する態度
ち、全員一斉清掃に取 Ａ 積極的に取り組んだ ・意識はある程度生徒には身についているが、より、自ら進
り組める生徒の育成を Ｂ ある程度積極的に取り組んだ Ａ 35.5％ んで積極的に清掃に取り組む意慾、姿勢を喚起する指導を徹
図る。 Ｃ 取り組んだ Ｂ 48.4％ 底していきたい。

Ｄ あまり取り組まなかった

⑬ 生徒の良好な人間関係 生徒の変化に対して Ａ＋Ｂ＝89.8％ いじめ調査や面談など日頃から生徒の様子に気を配り、生徒
作りを支援する。 Ａ 素早く察知し、対応することができた 指導課、学年、相談室、保健室が連携し、早期発見・早期対

Ｂ 素早く対処し、解決に至った Ａ 32.7％ 策に努めている。今後も全職員が生徒の変化を注意深く観察
Ｃ 素早い対処ができず、解決が遅れた Ｂ 57.1％ し対応していきたい。
Ｄ 発見・対処が遅れた

⑭ ボランティア活動へ ボランティア活動に、 Ａ＋Ｂ＝12.0％ 野々市市主催の清掃活動への全校参加や、今年度、部活動加入者は、

の自発的な参加を促 Ａ 年５回以上参加した 部活動単位で最低１回以上はボランティア活動に参加している。しか

す。 Ｂ 年３回以上参加した Ａ 3.2％ し、生徒には主体的に参加しているという意識が根付いていないよう

Ｃ 年２回以上参加した Ｂ 8.8％ である。生徒が自発的にボランティアに参加しているという実施形態

Ｄ 年２回未満であった を考え直す必要がある。

⑮ 各学年団と連携し、生 全学年の生徒一人あたりの年平均貸出冊数が Ａ 2.6冊（H21年度）4.1冊（H22年度）6.1冊（H23年度）と着
徒の読書を促進する。 Ａ ７.０冊以上 実に貸し出し冊数は増加し、今年度は7.0冊でＡ評価であった。

Ｂ ６.０冊以上 ７．０冊 しかし、生徒が何冊読んだかの量より、生徒が読書で何を得
Ｃ ５.０冊以上 たかの質が問題ではないかという指摘を委員より頂いたので、
Ｄ ５.０冊未満 生徒が主体的に読書に取り組む姿勢を育成していきたい。

学校関係者評価委員会の評価 ・読書については、何冊読んだかの量よりも質だと思う。どんな読書をしているかが問題である。
・野々市市としてもいろいろな形でボランティア活動等に協力できると思うので、連携を密にして活用していただきたい。

学校関係者評価委員会の評価結果 ・朝学習の時間等を活用し、生徒が主体的に読書に取り組もうとする態度を涵養し、単なる読書量の増加ではなく読書の質の向上を図る。
を踏まえた今後の改善方策 ・学校祭、ボランティア活動などを活用し、地域の中学校、大学、野々市市との連携を一層推進する。


